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小石が落ちる

木が倒れる

ひびわれが入る

頭部のひびわれ

わき水の量
が増える

ひびわれが
大きくなる

小石が
バラバラ落ちる

わき水が止まる
（あるいは噴きだす）

根の切れる
音がする

木が傾いたり
倒れる

がけ崩れ発生

メキメキ バリバ
リザワザワ

池が濁る

斜面にひびわれ
ひびわれ・段差ができる

川が濁る

家が傾く
水が噴出する

木の騒ぐ音・
裂ける音がする

道路などに
ひびわれ

道路などに
ひびわれ

地滑り発生

メキ
メキバリバ

リ

ゴー！

ドーン！

・異常な山鳴り  ・地鳴りがする
・山の樹木がザワザワと騒ぐ
・山の裂ける音がする
・腐った土のにおいがする
・流木が混じる

川の水位が急に下がる

急に水が濁る
流木が混じる

チョロチョロ

土石流発生

土砂災害は突発性が高く、甚大な被害をもたらします。
上記の前兆現象は、経験則として土砂災害発生の前に感じられるも
のとして知られていますが、特に土砂災害警戒区域内においては避難
の猶予がほとんどないものと考え、「様子がおかしい」と感じたら、ただ
ちに避難行動をとってください。

　土砂災害防止法に基づき、都道府県は調査を実施し、土砂災害のおそれ
のある区域を以下の通り指定しています。

土砂災害警戒区域内、ま
た指定が無くとも「谷の出口」
や「がけの下」からは、いち早
く退避する。

指定避難所までの移動が困難な際は、
近隣の堅牢な建物の高層階へ避難する。

　建築物に破損が生じ、住民
に著しい危害が生じるおそれ
がある区域

土砂災害　特別警戒区域
(レッドゾーン)

　土砂災害のおそれがある
区域

土砂災害　警戒区域
(イエローゾーン)

※上記は一般的な前兆現象です。すべての場合において必ず起きるというものではありません。
　ふだんと違い、少しでも身に危険を感じたら避難するようにしましょう。

斜面の一部あるいは全部が、地下水の影響と重力によってゆっくりと斜面下方に移動する現象
のことをいいます。一般的に移動土塊量が大きいため、甚大な被害を及ぼします。地すべり

山腹・谷底の石や土砂が長雨や集中豪雨などによって一気に下流へと押し流されることをいい
ます。その流れの速さは規模によって異なりますが、時速２０～４０㎞という速度で一瞬のうちに人家
や畑などを壊滅させてしまいます。

土石流

地面にしみ込んだ水分が土の抵抗力を弱め、雨や地震などの影響によって急激に斜面が崩れ落
ちることをいいます。がけ崩れは突然起きるため、人家の近くで起きると逃げ遅れる人も多く、被害
者の割合も高くなっています。

がけ崩れ

外出にも危険が伴
う状況で、やむなく自
宅に留まる場合は、
２階以上の出来るだ
け山側から離れた部
屋に移動する。

土砂災害の種類

土砂災害の警戒区域避難行動のポイント

土砂災害
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　大地震などで大規模災害が発生すると、火災の同時多発や建物崩壊、道路の寸断などで防災機関が十分に機能しな
くなり、各地域の被災者、負傷者を助けることは困難となるため、近隣住民、地域ぐるみで一致協力して防災活動を行
う「共助」が重要です。「自分たちの地域は自分たちで守る」という考えで隣近所が協力し、地域が一体となって防災
活動を行う団体が“自主防災組織”です。
　自主防災組織の活動には、災害に備えて被害の発生や拡大を未然に防止するため日常的に行う活動（平常時の活動）と、
災害が発生した後に地域内で被害の発生や拡大を防止するために行う活動（災害発生時の活動）があります。“自主防
災組織”の行う訓練は、防災活動に関する知識や技術を学ぶよい機会です。ぜひ参加しましょう。
　なお、防災に関する資料や訓練の方法などについてのご相談は市役所総務課 危機管理室（☎0986-76-8876）
までお問い合わせください。

防災意識の啓発、防災知識の普及

自主防災
組織

情報収集・伝達
講習会や訓練を通して防災についての正しい知識を身
につけましょう。

災害に関する情報を収集し、市民の
みなさんへ正しい情報を伝達します。

火災の消火
消火器などによる消火活動を行います。

避難誘導
市民の安否確認や避難誘導などを行います。

救出・救護
被災者の救出・救護を行います。また、高齢者や
障がい者などへの支援を行います。

要配慮者の避難支援
災害発生時に障がいの区分等に配慮し情報
伝達を行います。また、避難行動要支援者
名簿に基づいて避難支援を行います。

避難所運営
大災害により自宅で暮らせなくなった場合には、生活
するために指定避難所等を開設します。みんなで役割
を分担し、避難所運営を行います。食料品や救援物
資の分配やそうじ、見回り、必要に応じて炊き出しな
ども行います。

地域内の防災環境の確認
災害時に備えて、指定避難所等や避難経路の把握、
被害が発生しそうな箇所の確認を行いましょう。

防災資機材の点検・整備
消火活動、救出・救護、応急手当などに必
要な防災資機材を点検・整備しましょう。

防災訓練の実施
日ごろから災害に備えて訓練
を行い、防災活動に必要な知
識・技術を習得しましょう。

避難経路の検討
配布された防災マップをふまえて
避難経路を考えましょう。

要配慮者の把握
災害発生時の避難に配慮を要する人（要配慮者）の
把握に努めましょう。

平常時の活動 災害発生時の活動

消防団は地域住民によって構成された消防機関で、消防署と協力して火事の消火活動や
大雨時の水防活動など、地域を守る活動を行っています。
消防団員は、仕事や家庭を持ちながら地域の安全と安心を守るために活動しています。
あなたの力を地域の防災に生かしてみませんか。

消防団に入ってみよう

自主防災組織への参加

自主防災組織の活動

地域での備え（自主防災組織）

8419124.indd   7 2025/02/03   11:50


